
- 41 - 

 

第３章 道の事務・事業に関する取組の実施状況 
 
道では、道が自ら排出する温室効果ガスの削減と道民や事業者の取組の促進を目的に

2021（R３）年３月に「第５期 道の事務・事業に関する実行計画」（計画期間：2021(R
３ ） ～ 2030(R12) 年 度 ） を 策 定 し 、 2030(R12) 年 度 に 温 室 効 果 ガ ス 排 出 量 を
2013(H25)年度比 50％削減という目標に向け種々の取組を進めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

  

 

○ 2024（R6）年度の温室効果ガスの排出量は、220,940 トン（CO２換算）。 

○ 基準年度から29.2％減少（91,196トン（CO２換算）減）。（図１５） 

○ 前年度から1.4％減少（3,026トン（CO２換算）減）。 

○ 二酸化炭素の区分別排出量は、基準年度に比べ、電気は69,872トン（CO2換算）減、重油は10,749

トン（CO２換算）減、ガソリン・軽油は8,149トン（CO２換算）減、灯油は2,553 トン（CO２

換算）減、熱供給は440 トン（CO２換算）減。（表５） 

 
 

 

概況 

図 15 道の事務事業における温室効果ガス排出量と削減目標との比較  



- 42 - 

 

（単位：トン（CO₂換算）） 表５ 2023(R5)年度の温室効果ガス排出状況
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○ 電気の供給に係る入札において環境配慮契約を実施 

・排出係数等による裾切方式を実施した件数（知事部局4件：128施設） 

○ 庁舎等における照明設備のLED化 

 ・施設の修繕や改修に合わせたLED化の推進（68施設：44,679台） 

○ 再エネ設備導入施設等 

  ・垂直式太陽光発電設備の設置（２施設） 

○ 公用車（乗用車）の次世代自動車化 

  ・電気自動車（EV）２台を含む次世代自動車67台導入（導入率31.7%） 

○ 道有施設のZEB化 

  ・省エネルギー化に配慮した改修を行うとともに、改築にあたってはZEB化を推進 

   （竣工3施設、工事中4施設、設計中6施設） 

令和 6 年度の主な取組 

○ 削減量 3,026t-CO2 のうち、電気▲531t-CO2、重油・灯油▲1,658t-CO２、ガソ

リン・軽油▲498t-CO2 の３項目で 88.8％を占めています。 

○ 庁舎等の照明の LED 化による電気使用量の減、比較的暖冬だったことによる暖房

用燃料（重油・灯油）の使用量の減、次世代自動車導入によるガソリン・軽油の使

用量の減等が影響したと考えられます。 

 

 

 

 

 

 

前年度からの主な増減要因 


